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第３次計画策定に向けた市民アンケートの結果について 

 

１　調査の目的 

令和８年度に「第２次砺波市総合計画」を見直し、「第３次砺波市総合計画」を策定

するにあたり、市民の皆様の生活環境や市政運営に関する満足度やご意見、ご要望　

などを把握するため、「市民アンケート調査」を実施しました。 

 

 

２　調査概要 

・　調査地域　　：砺波市全域 

・　調査対象者　：砺波市内在住の１８歳以上の住民 

・　調査期間　　：令和８年１月７日から１月３１日まで  

・　調査方法　　：郵送配布、郵送回収（一部２次元コードから WEB での入力・回収） 

　　　　　　　　　また、対象者以外の市民にも周知し、WEB による回答を得た。 

 

■回収率 

　　　　●郵送による調査 

 

 

●対象者以外のインターネット（WEB）調査 

 

 

 

 

 配布数 回収数 回収率

 
１,３００

郵送回収分　　　　４２７ 

２次元コード入力　２４６

郵送回収分　　　３２.８％ 

２次元コード入力１８.９％

 合計　　　　　　　６７３ 合計　　　　　　５１.８％

 配布数 回収数 回収率

 ― 288 ―
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48.3 

50.8 

0.7 

0.1 

48.2 

51.3 

0.4 

 0.0  20.0  40.0  60.0

男性

女性

回答しない

不明・無回答

今回調査（N=673） 前回調査（N=682）

(％)

男性 49.3
女性 49.3
回答しない 1.4
不明・無回答 0.0

インターネット調査

（N=288）　単位％

13.8 

14.7 

16.0 

15.8 

13.2 

26.3 

0.1 

6.2 

7.6 

20.1 

17.6 

22.0 

26.4 

0.1 

 0.0  10.0  20.0  30.0

29歳以下

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

不明・無回答

今回調査（N=673） 前回調査（N=682）

(％)

29歳以下 4.2
30歳～39歳 13.9
40歳～49歳 16.0
50歳～59歳 25.3
60歳～69歳 20.5
70歳以上 20.1
不明・無回答 0.0

インターネット調査
（N=288）　単位％

３　回答者について 

（１）あなたの性別は（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）あなたの年齢は（令和７年 12 月１日現在）（単数回答） 
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28.5 

49.9 

14.7 

5.3 

1.0 

0.4 

34.9 

43.7 

15.0 

3.5 

1.0 

1.9 

 0.0  20.0  40.0  60.0

満足している

どちらかといえば満足している

どちらともいえない

どちらかといえば不満である

不満である

不明・無回答

今回調査（N=673） 前回調査（N=682）

(％)

※以降、ページ数の都合上、性別や年齢層別の表は省略していますが、分析文章には

記載がある場合があります。 

 

４　砺波市での生活の良い点・不満点について 

（１）砺波市での生活にどの程度満足していますか。（単数回答） 

 

砺波市での生活の満足度についてみると、「どちらかといえば満足している」が

49.9％と最も高く、次いで「満足している」が 28.5％、「どちらともいえない」が

14.7％となっています。前回調査と比較すると「満足している」と「どちらかといえ

ば満足している」を合わせた『概ね満足』が 0.2 ポイント減少ですが、ほぼ横ばいと

なっています。 

一方、「どちらかといえば不満である」と「不満である」を合わせた『概ね不満』が

1.8 ポイント増加しています。 

性別では、男性で「満足している」が３割を超え、女性と比べて高くなっています。 

年齢別では、「概ね満足」が最も高いのは 18 歳～29 歳で 83.9％、最も低いのは 40

～49 歳で 74.1％となっています。 
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50.8 

46.7 

35.8 

35.1 

22.3 

19.5 

19.3 

10.7 

6.4 

3.7 

2.5 

2.1 

1.9 

1.0 

0.9 

0.6 

 0.0  20.0  40.0  60.0

買い物など日常生活に便利である

地震や水害など自然災害が少ない

自然が豊かで散居村の景観が美しい

水や食べ物がおいしい

犯罪や事故が少ない

アクセス（車や交通機関の移動）が良い

医療施設・サービスが充実している

地域や家族のつながりが強い

子育て環境が整っている

福祉施設・サービスが充実している

教育環境が整っている

その他

歴史・文化が多く残されている

ボランティアや地域活動が活発である

産業が盛んで職業の選択肢が多い

不明・無回答

(％)
N＝673

（２）砺波市の良い点や魅力をどのようなところに感じていますか。（複数回答・３つ

まで） 

 

砺波市の良い点や魅力だと感じることについてみると、「買い物など日常生活に便

利である」が 50.8％と最も高く、次いで「地震や水害など自然災害が少ない」が

46.7％、「自然が豊かで散居村の景観が美しい」が 35.8％となっています。 

性別では、男女ともに「買い物など日常生活に便利である」が最も高くなっていま

す。 

年齢別では、59 歳以下では「買い物など日常生活に便利である」、60 歳以上では「地

震や水害など自然災害が少ない」が最も高くなっています。 

地区別では、庄南・鷹栖で「地震や水害など自然災害が少ない」、庄東で「自然が豊

かで散居村の景観が美しい」、庄川で「水や食べ物がおいしい」、出町・砺波南部・砺

波東部・砺波北部で「買い物など日常生活に便利である」が最も高くなっています。 
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39.8 

39.2 

37.1 

33.7 

32.4 

30.5 

27.2 

24.5 

23.8 

21.0 

15.0 

12.9 

10.8 

8.5 

7.0 

6.7 

6.1 

5.9 

5.2 

4.6 

1.8 

1.3 

 0.0  20.0  40.0  60.0

余暇を楽しめる場所が少ない

積雪時の除雪が困難である

若い世代が市外に流出している

中心市街地の賑わいが足りない

アクセス（車や交通機関の移動）が良くない

自宅の周辺に空き家が増加している（しそう）

地域の担い手が不足し活力が低下している

職業の選択肢が少ない

自宅や農地などを引継ぐ次の世代がいない

地域の人間関係や慣習がわずらわしい

日常生活に必要なスーパーなどの商業施設が

少ない（遠い）

結婚できない、または子どもなどが結婚しない

（できない）

地域のつながりが希薄になっている

福祉施設・サービスが充実していない

その他

医療施設・サービスが充実していない

自然や散居景観が失われていっている

子育て環境が整っていない

教育環境が整っていない

自然災害に対する行政の備えが十分でない

犯罪や事故に遭遇する危険性が高い

不明・無回答

(％)N＝673

（３）あなたが砺波市で生活する上で、どのようなところに不便や不安を感じていま

すか。（複数回答） 

 

砺波市で生活する上で不便や不安を感じていることについてみると、「余暇を楽し

める場所が少ない」が 39.8％と最も高く、次いで「積雪時の除雪が困難である」が

39.2％、「若い世代が市外に流出している」が 37.1％となっています。 

性別では、男性では「若い世代が市外に流出している」、女性では「積雪時の除雪が

困難である」が最も高くなっています。 

年齢別では、29 歳以下・30 歳～39 歳で「余暇を楽しめる場所が少ない」、40 歳～49

歳で「積雪時の除雪が困難である」、50 歳～59 歳で「若い世代が市外に流出している」、

60 歳～69 歳・70 歳以上で「自宅の周辺に空き家が増加している（しそう）」が最も高

くなっています。 
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72.5 

10.0 

3.3 

4.6 

8.5 

1.2 

79.8 

9.1 

2.1 

1.8 

4.8 

2.5 

 0.0  50.0  100.0

今の地区（場所）で住み続けたい

市内の別の場所に移りたい

近くの市町村に移りたい

県内のどこかへ移りたい

県外へ移りたい

不明・無回答

今回調査（N=673） 前回調査（N=682）

(％)

（４）今後も砺波市に住み続けたいと思いますか。（単数回答） 

 

今後も砺波市に住み続けたいと思うかについてみると、「今の地区（場所）で住み続

けたい」が 72.5％と最も高く、次いで「市内の別の場所に移りたい」が 10.0％、「県

外へ移りたい」が 8.5％となっています。前回調査と比較すると「今の地区（場所）

で住み続けたい」と「市内の別の場所に移りたい」を合わせた『定住意向』が 6.4 ポ

イント減少、「近くの市町村に移りたい」「県内のどこかへ移りたい」「県外へ移りた

い」を合わせた『移住意向』が 7.7 ポイント増加しています。 

性別では、男性で「今の地区（場所）で住み続けたい」が女性と比べて高くなって

いますが、「市内の別の場所に移りたい」は男性と比べて女性の割合が高くなってい

ます。 

年齢別では、年齢が高くなるにつれて「今の地区（場所）で住み続けたい」の割合

が高くなる傾向がうかがえます。 
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32.6 

18.8 

15.7 

9.5 

9.1 

4.2 

2.0 

2.0 

1.6 

1.1 

1.1 

0.9 

1.3 

27.1 

16.5 

14.2 

12.5 

13.2 

2.6 

1.2 

1.4 

1.2 

0.2 

4.7 

1.9 

3.3 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

結婚のため

就職・転職のため

住宅の都合（新築、賃貸など）のため

転勤のため

親や子どもなど家族と一緒に住むため

その他

退職のため

子どもの教育・保育のため

親から独立するため

進学のため

従前の生活環境に不満があったため

配偶者との離別・死別のため

不明・無回答

今回調査（N=451） 前回調査（N=424）

(％)

５　砺波市への転入の状況について 

（１）砺波市に転入した（戻った）最も大きな理由は何ですか。 

（市外居住歴がある方のみ、単数回答） 

 

転入の最も大きな理由についてみると、「結婚のため」が 32.6％と最も高く、次い

で「就職・転職のため」が 18.8％、「住宅の都合（新築、賃貸など）のため」が 15.7％

となっています。前回調査と比較すると「結婚のため」が 5.5 ポイント増加していま

す。 

性別では、男性で「就職・転職のため」、女性で「結婚のため」が最も高くなってい

ます。 

年齢別では、29 歳以下で「就職・転職のため」、30 歳以上で「結婚のため」が最も

高くなっています。 
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29.0 

28.6 

24.8 

23.3 

19.1 

14.6 

10.2 

9.5 

8.6 

7.5 

6.7 

5.8 

4.9 

3.8 

3.5 

3.3 

1.8 

1.6 

4.7 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

親や子どもの家に近い

通勤や通学のしやすさ

買い物など日常生活の利便性

住宅や土地、家賃の価格

その他

自然環境の良さ

友人・知人が多い

住宅の広さや設備など

犯罪や災害が少なく安心である

まちのイメージが良い

公共交通の利便性

道路や上下水道、公園など生活基盤の…

医療・福祉体制が充実している

子育て支援が充実している

教育環境の良さ

住宅取得や家賃に対する補助金がある

余暇活動を楽しめる

気候が良い

不明・無回答

(％)N=451

（２）砺波市に転入する（戻る）ことを決める際にどのような点を重視しましたか。 

（市外居住歴がある方のみ、複数回答） 

 

転入する際に重視した点についてみると、「親や子どもの家に近い」が 29.0％と最

も高く、次いで「通勤や通学のしやすさ」が 28.6％、「買い物など日常生活の利便性」

が 24.8％となっています。 

性別では、男性では「親や子どもの家に近い」、女性では「通勤や通学のしやすさ」

が最も高くなっています。 

年齢別では、29 歳以下で「買い物など日常生活の利便性」、30 歳～39 歳で「通勤や

通学のしやすさ」、40 歳～49 歳・50 歳～59 歳で「親や子どもの家に近い」、60 歳～69

歳で「住宅や土地、家賃の価格」、70 歳以上で「住宅や土地、家賃の価格」「自然環境

の良さ」が最も高くなっています。 

地区別では、出町・砺波北部で「通勤や通学のしやすさ」、庄南で「住宅や土地、家

賃の価格」、砺波南部で「買い物など日常生活の利便性」、鷹栖で「買い物など日常生

活の利便性」、砺波東部・庄川では「親や子どもの家に近い」が最も高くなっています。 
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6.8 

5.2 

3.3 

2.8 

7.3 

3.7 

4.2 

4.8 

6.2 

3.6 

3.3 

1.8 

2.8 

2.1 

2.4 

15.8 

16.6 

13.7 

7.1 

24.5 

15.5 

14.6 

20.5 

23.2 

17.2 

10.4 

7.1 

15.5 

8.3 

8.2 

46.7 

49.5 

49.8 

49.0 

48.3 

47.7 

42.9 

52.0 

49.0 

45.3 

49.0 

41.2 

45.8 

52.2 

48.6 

6.2 

6.4 

11.0 

10.8 

7.0 

8.8 

11.1 

6.8 

7.6 

16.3 

10.7 

22.6 

16.9 

7.4 

10.4 

3.1 

2.4 

4.0 

3.9 

1.9 

3.9 

3.1 

2.5 

1.3 

5.9 

2.8 

7.9 

4.2 

3.1 

3.1 

18.6 

16.9 

15.6 

23.3 

7.7 

17.8 

21.1 

8.9 

10.3 

8.6 

21.4 

16.9 

12.3 

24.4 

25.3 

2.8 

3.0 

2.7 

3.0 

3.3 

2.7 

3.0 

4.5 

2.4 

3.0 

2.4 

2.5 

2.5 

2.5 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）教育の充実

（２）心豊かな人の育成

（３）地域力・家族力の向上

（４）交流・定住の促進

（５）保健・医療の充実

（６）福祉の充実

（７）子育て環境の充実

（８）安心して暮らせるまちづくりの推進

（９）自然・環境の保全と活用

（10）生活基盤の充実

（11）農林業の振興

（12）商工業の振興

（13）観光の振興

（14）市民協働の推進

（15）持続可能な自治体経営

全体（n=673）

満足 やや満足 普通 やや不満

６　施策別の評価について 

（１）砺波市の主要な施策について、どのくらい満足されていますか。 

 

市の主な施策の満足度についてみると、「満足」と「やや満足」を合わせた『満足度

が高い』項目は「（５）保健・医療の充実」「（９）自然・環境の保全と活用」等で、「や

や不満」と「不満」を合わせた『不満度が高い』項目は「（10）生活基盤の充実」「（12）

商工業の振興」等となっています。 
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24.4 

14.9 

14.7 

14.4 

26.6 

24.4 

28.1 

23.8 

8.5 

21.2 

8.9 

14.3 

11.4 

4.6 

12.5 

32.8 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

教育の充実

心豊かな人の育成

地域力・家族力の向上

交流・定住の促進

保健・医療の充実

福祉の充実

子育て環境の充実

安心して暮らせるまちづくりの推進

自然・環境の保全と活用

生活基盤の充実

農林業の振興

商工業の振興

観光の振興

市民協働の推進

持続可能な自治体経営

不明・無回答

今回調査（N=673）

(％)

（２）特に重要だと考える施策はどれですか。 

 

市で特に重要だと考える施策についてみると、「子育て環境の充実」が 28.1％と最

も高く、次いで「保健・医療の充実」が 26.6％、「教育の充実」「福祉の充実」が 24.4％

となっています。 

性別では、男性で「子育て環境の充実」、女性で「保健・医療の充実」が最も高くな

っています。 

年齢別では、49 歳以下で「子育て環境の充実」、50～59 歳で「安心して暮らせるま

ちづくりの推進」、60～69 歳で「生活基盤の充実」、70 歳以上で「福祉の充実」が最も

高くなっています。 
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（１）教育の充実

（２）心豊かな人の育成
（３）地域力・

家族力の向上
（４）交流・

定住の促進

（５）保健・医療

の充実

（６）福祉

の充実

（７）子育て環境

の充実

（８）安心して暮らせる

まちづくりの推進

（９）自然・環境

の保全と活用

（10）生活基盤の充実

（11）農林業の振興

（12）商工業

の振興

（13）観光の振興

（14）市民協働の推進

（15）持続可能

な自治体経営

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0

重
要
度

満足度市民評価が低い← →市民評価が高い

事
業
評
価
が
高
い←

→

事
業
評
価
が
低
い

満足度・重要度について、偏差値換算し、その相関関係を表した表 

（偏差値換算のため、平均値は 50.00 となる） 
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39.7 

34.3 

31.1 

26.9 

20.5 

18.4 

16.6 

15.9 

14.3 

11.6 

11.0 

7.4 

7.1 

4.8 

4.6 

4.2 

3.0 

1.0 

1.3 

 0.0  20.0  40.0  60.0

医療・福祉が充実し、健康で安心して暮らせる市

買い物に困らない日常生活が便利な市

産業が発展し、働く場所の選択肢に恵まれた活力のある市

花や緑があふれる豊かな自然環境に恵まれ、散居村の景観を守る市

教育・保育が充実し、子どもたちが健やかに育つ市

余暇を楽しめる娯楽施設が充実した市

道路や上下水道、公園など生活基盤が整備された市

幸せが実感でき、誰もが居場所と役割を持ち活躍できる市

交通事故や犯罪が少なく、防災対策が充実した、安全に暮らせる市

若い世代の活力にあふれた元気な市

観光客が多く訪れる賑わいのある市

家族や地域において、世代間で支え合う心豊かな市

住むことに魅力を感じる、スタイリッシュでハイセンスな市

ゼロカーボンやリサイクルに積極的に取り組む環境にやさしい市

文化活動やスポーツが盛んな市

デジタル化社会に適応した先進的でスマートな市

市民が主体的に活動する、地域コミュニティ活動が盛んな市

その他

不明・無回答

（N=673）
(％)

７　砺波市の将来の姿について 

（１）砺波市の未来の姿として、ふさわしいと思うものはどれですか。（複数回答・３

つまで） 

 

砺波市の未来の姿として、ふさわしいと思うものについてみると、「医療・福祉が充

実し、健康で安心して暮らせる市」が 39.7％と最も高く、次いで「買い物に困らない

日常生活が便利な市」が 34.3％、「産業が発展し、働く場所の選択肢に恵まれた活力

のある市」が 31.1％となっています。 

性別では、男性で「買い物に困らない日常生活が便利な市」、女性で「医療・福祉が

充実し、健康で安心して暮らせる市」が最も高くなっています。 

年齢別では、39 歳以下で「買い物に困らない日常生活が便利な市」、40～49 歳で「買

い物に困らない日常生活が便利な市」「医療・福祉が充実し、健康で安心して暮らせる

市」、50 歳以上で「医療・福祉が充実し、健康で安心して暮らせる市」が最も高くな

っています。 
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57.5 

42.3 

22.6 

17.1 

13.8 

11.0 

9.2 

7.4 

4.5 

1.9 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

若者が働ける場や働きやすい職場を増やすこと

結婚・出産・子育て支援などを充実させること

住宅、住まいに関する支援を充実させること

市内外へのアクセスをもっと整備すること

まちづくりにもっと若者の参加を促し、意見を取り入れること

大学や企業と連携して若者の人材育成を強化すること

若者が参加できるイベントなどを増やすこと

行政やまちの情報提供・発信にもっとインターネットやＳＮＳ

を活用すること

その他

不明・無回答

（N=673）
(％)

（２）全国的に人口減少が進む中で、将来を担う若い人たちが住み続けられるまちづ

くりの視点が重要となっています。あなたは、砺波市が若者から選ばれるまちとなる

ために、どのようなことが必要だと考えますか。（複数回答・２つまで） 

 

砺波市が若者から選ばれるまちとなるため必要だと思うことについてみると、「若

者が働ける場や働きやすい職場を増やすこと」が 57.5％と最も高く、次いで「結婚・

出産・子育て支援などを充実させること」が 42.3％、「住宅、住まいに関する支援を

充実させること」が 22.6％となっています。 

性別では、男女ともに「若者が働ける場や働きやすい職場を増やすこと」が最も高

くなっています。 

年齢別では、30～39 歳で「結婚・出産・子育て支援などを充実させること」、その

他の年代で「若者が働ける場や働きやすい職場を増やすこと」が最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 




